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石炭火力発電は産業革命の時代から使われ続けられている発電方式で、現在も世界の発電量の

多くを占める。国内でも大規模な製造業を中心に採用されている発電方式である。この石炭火力

発電では、石炭の燃焼後に灰が残る。この灰は一般に石炭灰と呼ばれ、コンリートなどの原料の

一部として活用されているが、より高付加価値な製品への応用が望まれている。石炭灰の主成分

はケイ素やアルミニウムの酸化物や塩である。この石炭灰の用途の一つとしてガラス原料として

の応用が検討されてきた。我々は以前に、石炭灰を原料に含むガラスに高強度の X線照射によっ

てガラスが着色すること、そして、加熱によってこの着色が消失することを報告した。本発表で

は, このガラスの熱蛍光特性を報告する。 

石炭灰（Fly ash）を主原料にガラスを作製した。ガラスは溶融急冷法で作製した。作製したガラ

スの外観を Fig. 1に示した。着色があるが透光性を有することが分かる。Fig. 2に、このガラスに 

1 Gyに相当する X線を照射後に測定した熱蛍光グローカーブを示した。250 ℃付近から発光が観

測され、400 ℃付近で発光強度は最大となった。 

 

 

 

 

Fig.1 Photograph of glass sample. 

 

 

Fig.2 Thermoluminescence glow curve. 
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